
特定自主検査記録表が
新しくなりました。

ここが知りたい！改訂記録表のポイント解説
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記録表、何が変わったの？

令和５年３月３１日の検査指針改正に伴い、表題部や検査事項部

の変更を施し、令和６年４月１日に手書き用記録表（全３４機種）

がリニューアルされました。
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旧 新
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは、エンジン式フォークリフトの新旧の1枚目をイメージとして表してみました。





①エンジン式フォークリフト(SR-LE-01/02)
②バッテリー式フォークリフト(SR-LB-01/02)
③リーチ式フォークリフト(SR-LR-01/02)
➃不整地運搬車(SR-GR-01/02)
⑤油圧式共通機体(SR-KB-01/02)
⑥機械式共通機体(SR-KB-03/04)
⑦下部走行体(トラック式)(SR-KL-01/02)
⑧ジブ･リーダー･ワイヤロープ(SR-KJ-01/02)
⑨ブル･ドーザー､トラクターショベル(クローラ式)(SR-GB-01/02)
⑩トラクター･ショベル(ホイール式)(SR-GL-01/02)
⑪モーター・グレーダー(SR-GG-01/02/03)
⑫油圧ショベル(クローラ式)(SR-EHC-01/02)
⑬油圧ショベル(ホイール式)(SR-EHW-01/02/03)
⑭クレーン機能付油圧ショベル(SR-ECC-01/02/03)
⑮クラムシェル(SR-ES-01)
⑯ディーゼルパイルハンマー(SR-FHD-01)
⑰油圧パイルハンマー(SR-FHH-01)

⑱硬質地盤油圧式くい圧入機(SR-FB-01/02)
⑲振動パイルハンマー(SR-FV-01)
⑳アース･ドリル(SR-FD-01/02)
㉑一体型せん孔機(SR-OB-01/02)
㉒ 分離型せん孔機(SR-OB-03/04)
㉓アース･オーガー(SR-FA-01)
㉔建柱車(SR-FP-01/02)
㉕ロードローラー及びタイヤローラー(SR-RR-01/02)
㉖振動ローラー(SR-RV-01/02)
㉗コンクリートポンプ車(SR-CP-01/02)
㉘ブレーカ(SR-EB-01)
㉙鉄骨切断機及びコンクリート圧砕機(SR-ETC-01)
㉚解体用つかみ機(SR-ENG-01)
㉛特定解体機械(SR-EL-01)
㉜高所作業車(SR-HL-01/02/03)
㉝高所作業車(トラック式)(SR-HT-01/02/03)
㉞ショベルローダー等定期自主検査(SR-SC-01/02)

下記の３４種類が該当
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記録表改訂の要点は？

❶表題部の共通化（表題部枠組み、各項目の記載位置など）

❷表題部の下に母機情報やアタッチメント情報､検査資格情報

などの記入欄を設けました。

表題部
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、検査する機械の仕様や性能などの明細が分かりやすく表記出来るようにしたものです。



記録表改訂の具体例

機種別比較

❶表題部の共通化（表題部枠組み、各項目の記載位置など）

＊どの機種も同様に表題部の枠組みを揃えた例 6

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、検査する機械の仕様や性能などの明細が分かりやすく表記出来るようにしたものです。
例としてエンジン式フォークリフトと建柱車の表題部を上げてみました。



記録表改訂の具体例

新旧比較

❶表題部の共通化（表題部枠組み、各項目の記載位置など）

＊性能記入欄の位置を揃えた例 7

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは、前ページで例として上げた、建柱車の表題部が新旧でどのように変わったかを
比較しております。
性能記入欄が製造番号の下段に統一された例になります。



機種別比較
❷表題部の下に母機情報やアタッチメント情報､検査資格情報

などの記入欄を設けました。

記録表改訂の具体例

＊フォークリフトは装着アタッチメント、建柱車はトラックシャーシ
の情報を記載した例 8

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、検査する機械の仕様や性能などの明細が分かりやすく表記出来るようにしたものです。



機種別比較
記録表改訂の具体例

＊フォークリフト（装着アタッチメント情報）

＊油圧ショベル・基礎工事機械用アタッチメント（装着母機情報）

＊クレーン機能付き油圧ショベル（移動式クレーン安全教育情報）

＊高所作業車トラック式・建柱車・コンクリートポンプ車（トラックシャーシ情報）

＊硬質地盤油圧式くい圧入機・分離型せん孔機（クレーン情報）
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
各機械の記入箇所を比べてみました。　上からフォークリフトの装着アタッチメント情報、油圧ショベル･基礎工事機械用アタッチメントの装着母機情報、クレーン機能付き油圧ショベルの安全教育情報、硬質地盤油圧式くい圧入機・分離型せん孔機のクレーン情報になります。



記録表改訂の要点は？

❸原動機の検査箇所・検査内容を新指針に適合させました。

❹バッテリー式フォークリフト制御装置の検査箇所を新指針に

適合させました。

❺各機械のシリンダー等、複数装備されている部分の検査箇所

検査内容を細分化、検査結果を明確に記入可能としました。

❻アタッチメント記録表の検査事項部レイアウトを見直しました。

検査事項部
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
検査事項部については、新指針に適合させると共に、検査内容をより正確に機械を使用されている事業主へ伝えることが出来るように配慮しました。



記録表改訂の具体例

新旧比較
❸原動機の検査箇所・検査内容を新指針に適合させました。

＊電子制御式エンジンの回転数・弁隙間・圧縮圧力について検査箇所
を新設し、噴射圧力及び噴霧状態の検査箇所を削除しました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
まずは、原動機の検査箇所について。電子制御式エンジンについて、



記録表改訂の具体例

新旧比較
❹バッテリー式フォークリフト制御装置の検査箇所を新指針に適合させました。

＊2ｅ過電流制限装置が「可変抵抗器を用いて過電流値を設定する
制御方式」、2ｆ 安全装置が「サイリスターチョッパー制御方式」のも
のに限定されました。

ＡＣ制御の例
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この場合、ＡＣ制御の例になり、安全装置機能については、「ａコントローラー」のモーターの回転状態で判断し、エラー表示がある場合は安全機能が働き、走行・荷役モーターが作動しないので、この項目から外された。



記録表改訂の具体例
新旧比較

❺各機械のシリンダー等、複数装備されている部分の検査箇所・
検査内容を細分化、検査結果を明確に記入可能としました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これはクレーン機能付き油圧ショベルの例ですが、機械によっては、一つ一つの油圧モーターや油圧シリンダーの検査内容を個別に記入出来るようになったので、使用者に今まで以上に明確に検査結果を伝える事が可能になりました。



旧 新

記録表改訂の具体例

新旧比較
❻アタッチメント記録表の検査事項部を２列⇒１列に変更しました。

レイアウト変更
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
記入時や記録表内容の確認時に見易さを考慮し、他の記録表と体裁を合わせる事になりました。





記録表改訂の具体例
ブレーカ・解体用つかみ機・鉄骨切断機及びコンクリート圧砕機が対象になります。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ブレーカ、解体用つかみ機、鉄骨切断機及びコンクリート圧砕機が対象で、装着母機の油圧ショベルの情報の記載位置も統一化されました。





記録表改訂の要点は？

❼各部記載の文言を新指針に合わせて変更しました。

検査事項部

き裂

すき間

はく離

打こん

たわみ（ベルト類の）

亀裂

隙間

剥離

打痕

緩み

等が該当します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ひらがな表記から漢字表記に変わったことで、文言の意味が伝わり易くなった。



記録表改訂の要点は？

❽これまでの変更により使用記録表の枚数が増えた機種もあります。

記録表の構成

モータ・グレーダー

クレーン機能付き油圧ショベル

高所作業車

高所作業車トラック式
が該当します。

2枚
構成

3枚
構成
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
検査箇所や検査内容を充実させた結果、ボリュームが増加し、構成枚数が増えました。



高所作業車

トラック式の

２枚構成が

検査箇所や

検査内容を

見直したので
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
例えば高所作業車トラック式の作業床の首振り装置や旋回装置、昇降スライド装置・つり上げ装置・油圧モーター・油圧シリンダーの検査内容が細分化され。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
このように、ボリュームアップした結果、2枚組から3枚組に変更となりました。



特定自主検査記録の記入要領

１.キャブレター式ガソリンエンジン （異常なし）

２.電子制御式ガソリンエンジン （異常なし）

３.電子制御式ディーゼルエンジン （異常あり）

４.バッテリー式フォークリフト （走行・荷役ＡＣモーター仕様）

の場合を例として次に記載しました。

原動機部分
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここでは、フォークリフトの原動機部分の記入方法を例として記載してみました。



キャブレター式ガソリンエンジン場合、No.1「エンジン警告灯」は電子制御式エンジンの検査箇所となるので、

検査結果及び補修内容の欄に「―、―、―」と記入する。「ｂ★アイドリング及び無負荷最高回転」は測定値を

記入し、正常なので検査結果の良に「レ」を記入する。 「ｅ★締付け、ｆ★弁隙間、ｇ★圧縮圧力」は検査省略の

「＊」を「○」で囲み、検査結果の良に「レ」を記入する。 この場合「h過給器」は装備されていないので対象外

「―、―、―」を記入する。

１. 非電子制御式エンジンで異常がない場合の記入例

キャブレター式ガソリンエンジン
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２. 電子制御式エンジンで異常がない場合の記入例

電子制御式ガソリンエンジン

電子制御式エンジンなのでNo.1「エンジン警告灯」の「検査内容」「検査方法」及び「検査結果」の良に「レ」

を記入する。「ｂ★アイドリング及び無負荷最高回転、ｆ★弁隙間、ｇ★圧縮圧力」については、検査結果及び

補修内容の欄に「―、―、―」、「ｅ★締付け」は検査省略の「＊」を「○」で囲み、検査結果の良に「レ」を記入

する。 この場合「h 過給器」は装備されていないので対象外「―、―、―」を記入する。
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３ . 電子制御式エンジンで異常がある場合の記入例

電子制御式ディーゼルエンジン

電子制御式エンジンは No.1「エンジン警告灯」が点灯の場合、不良箇所が不明なので検査内容の全て
の項目「 警告灯の表示、 ( アイドリング・ 無負荷最高回転、弁隙間、圧縮圧力 )」 を「○」 で囲み、検査
結果の不良に「レ」を記入する。

補修欄は補修の有無により記入が異なるので、補修が伴わない場合は、「事業者への要請等」の欄に、
「No .1 エンジン警告灯が点灯しています。電子制御式エンジンの不具合ですのでメーカー系サービス
ショップで専門の点検を受けて下さい。」等を記入する。 23

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
この表は、フォークリフトの原動機の検査指針の一部で、検査項目・検査方法・判定基準が記載されており、ガソリンエンジンの始動性について、エンジンのかかり具合と異音の有無を調べて、始動が容易で異音がなければ、正常であると言うことを表しています。




４ . ①バッテリー式フォークリフト電動機・制御装置等の記入例
走行・荷役がＡＣモーター仕様

走行・荷役がＡＣモーター仕様なので「検査箇所」Ｎｏ.1は「ＡＣモーター」を選び、Ｎｏ.2 ａ、ｂ、ｃと共に

「検査内容」「検査方法」「検査結果」に「レ」を記入する。 この場合「ｄ 抵抗器」は装備されていなので

「検査結果」に対象外「―､―､―」を記入する。

一方、「ｅ 過電流制限装置（ＶＲ調整式）」「ｆ 安全装置（ＳＣＲ制御方式）」は、新指針により装備され

ていないと解釈されたので「検査結果」に対象外「―､―､―」と記入することになった。 24

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ＡＣ制御方式やトランジスター制御方式の車両は素子の短絡など危険な状態の場合、エラー表示と共に走行荷役が停止するので、の安全装置機能は「2ａ コントローラー」「モーターの回転状態」にて判断可能である。




４ . ②バッテリー式フォークリフト電動機・制御装置等の記入例
リチウムイオンバッテリー搭載仕様

リチウムイオンバッテリー搭載の場合「検査箇所」Ｎｏ.６の「充電装置」は、リチウムイオンバッテリー用充電器

となるので「検査内容」は「タイマーの作動、マグネットスイッチの作動、接点の損傷・摩耗」を「－」で消す。

この例の場合は、充電が良好なので残りに「レ」を記入した。

「検査箇所」Ｎｏ.７は「鉛」を「－」で消し、「検査内容」は「液量、電解液比重、各電槽の電圧、端子緩み、腐食、

漏れ」も「－」で消し、バッテリー状態が良好なので残りに「レ」を記入、「バッテリーパックの電圧」に数値を記入

した。尚、「バッテリーパックの電圧」はＢＭＳ（バッテリーマネージメントシステム）のモニター表示にて確認した。

＊リチウムイオンバッテリーついては、メーカーにより異なる箇所が多いので注意が必要であり、取扱説明書の

確認やメーカー及び代理店への問い合わせが必須となる。 25

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
リチウムイオンバッテリーは、一般的に、セルごとの電圧測定が出来ないので、バッテリーパックでの電圧により状態を判断する事になるが、種類によっては、バッテリー充放電状態を制御するＢＭＳ(バッテリーマネージメントシステム）に電圧等の情報がモニター表示される物もあるので、これを活用して判断すると効率的で安全である。




これにて、リニューアルされた手書き用記録表の説明を終わりますが、

現在ご利用を頂いております「特定自主検査記録表作成支援ソフト」につきまし

ては、新記録表に対応した物のリリースが令和７年４月以降を予定しております。

暫くの間ご不便をお掛けしますが、何卒ご理解の程宜しくお願い申し上げます。
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